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ンドネシアにお金が届いたのは、日本政府からだけだった」という発言がありま
した。つまり、表明はするけど、実際にはお金が来ないというのが、国際政治の
実態なのかもしれません。
それと、バンダアチェの市場修復に関してですが、人びとの生活の糧を稼げる
ようにしようと１日も早い復興を目指して取り組みました。ちょうど（2005年）
10月に市場の復興が終わった時に、横浜市長がCITYNET会長として視察に行き
ました。その時に、バンダアチェ市長が「実際に復興の支援で事業が完成したの
は、これが第１号です」と言われました。そのぐらいに国際政治というのは、新
聞紙上では「大きな支援だ」「すごく動いている」と騒がれますが、実際には
NGOなどの活動が被災者を助けている部分が多いと思います。
［いわさき けんじ］
司会：岩崎先生の報告にあったように、私も岩崎先生とバンダアチェに一緒に行
きまして、現地の現況を把握したところです。後ほどまた、ディスカッションの
際に、いろいろとご発言いただきたいと思います。
次は関根先生、よろしくお願いします。
────────────────────────────────────────────────
アジアの一員としての日本
関根秀樹 本学非常勤講師／古代技術・民族技術研究者
非常勤講師の関根です。研究テーマは技術史や文化史で、アジア地域の民族楽
器や古代技術、民族技術に関わるものが中心です。
今回のシンポジウムに関して、僕が最も深く問題意識として持っているのは、
日本の特に若い人達が、日本の文化、あるいは日本の伝統的な生活様式を知らな
いということです。最近、僕らの世代と違って、学生達はしばしば海外に出掛け
ますが、海外で日本のことを聞かれても、学生達は何も答えられません。
もう１つは、先ほども山村先生のお話にでてきたように、戦時中のアジア各国
での占領時代の話です。日本の若者は、アジア地域での日本の戦争のことについ
て、まったく知らない。あるいはどうして日本人が嫌われたり、あるいは恨まれ
たりするのかということに対して、想像力が至らないのです。
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こうしたことの原因として、１つは、日本人と
はいったい何なのかという、基本的なことがわか
っていないことがあると思います。アジアの一員
としての日本ということがわかっていないのでは
ないかと感じます。かつて、日本は中国文明圏の
一員として中国を非常に尊敬してきました。兄貴
分として韓国、朝鮮半島の文化にも敬意を払って
きました。ところが、それがどうも、日清戦争や
日露戦争などを経て、相当に意識が変わってしま
いました。
例えば、柔道の源流になった柔術の一番古い流
派に、竹内たけのうち流があります。現在、竹内流では、柔術は日本古来の武術だといっ
ています。その伝書にも、日本古来の武術だと書いてあります。ところが、明治、
大正時代に編纂された『古事類苑』という本をみますと、竹内流柔術は、初代の
人が中国人から学んだと書いてあります。これがいつの間にか、日本古来の武術
になっているのです。
外国でも同じようなことがあります。韓国にはテッコンドーという武術があり
ますが、もともと韓国にはテッキョンと呼ばれる古武術がありました。ただし、
それとはまったく別に、テッコンドーを創始した初代の方が日本で空手を学んで、
それから人間の関節の可動領域というものを徹底的に調べて、まったく新しい軌
道の蹴り技などをつくりだしたのです。そうして生まれたのがテッコンドーだと
初期の頃には書かれていたのですが、最近の韓国では「日本に学んだのではない。
そんなわけがない」というので、いま、テッコンドーは韓国発祥の古武術から生
まれたものだと解釈されています。「合気道」と書いて「ハッキドー」というも
のも韓国にありますが、やはり、日本で合気道を学んだ人が、創始した武術です。
しかし、韓国ではハッキドーは韓国古来のものだという人が多いのです。
「相撲」や「角力」という言葉は中国では紀元前から記されており、内容も日
本の相撲の原形に近い姿です。「空手」はもと「唐手」といい、古伝の型の名前
はすべて中国福建省の方言です。そうしたことから日本人とはいったい何なのか、
日本の文化とはいったいアジアとどう繁っているのだろうかと、もう一度考えて
みたいというふうに思っています。
［せきね ひでき］
司会：次は澁谷先生の報告です。澁谷先生は和光大学の教員である傍ら、自ら非
政府組織（NGO）を立ちあげています。さまざまな活動についてお話ししていた
だけると思います。よろしくお願いします。
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